
住民を守る決意新たに（日田市消防団出初め式）
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市 民 広 場

﹁
わ
さ
び
生
産
日
本
一
の
町
﹂
を
目
指
し
て

佐
藤
 

学
さ
ん
︵
前
津
江
町
出
野
︶

﹁
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
﹂

 
佐
藤
さ
ん
は
、
林
業
に
携
わ
る
一
方
、

特
産
の
わ
さ
び
栽
培
に
積
極
的
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
前
津
江
特
産
品
開
発
研
究
会

の
代
表
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

  

︱
わ
さ
び
栽
培
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
︱

 

 
先
輩
方
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
き
た
わ
さ
び
栽
培
は
、
私
の
本
業
で

あ
る
林
業
と
兼
業
が
可
能
で
、
前
津
江
の

地
形
、
気
候
を
活
用
で
き
る
仕
事
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き

っ
か
け
で
す
。

 

 
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
分

県
の
わ
さ
び
生
産
量
は
全
国
５
番
目
で
、

九
州
最
大
の
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
田
市
内
で
は
、
前
・
中
・
上
津
江
の
110

軒
の
農
家
が
栽
培
し
て
い
て
、
私
の
と
こ

ろ
は
、
秋
か
ら
春
に
ハ
ウ
ス
で
育
て
た
も

の
は
静
岡
へ
、
林
間
わ
さ
び
は
名
古
屋
へ

出
荷
し
て
い
ま
す
。

 

 
津
江
地
区
で
は
、
最
盛
期
に
は
林
間
・

ハ
ウ
ス
栽
培
合
わ
せ
て
１
０
０
ト
ン
も
の

わ
さ
び
を
出
荷
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
産

者
の
高
齢 

化
等
も
あ
り
、
今
で
は
当
時
の

２
分
の
１
程
度
の
出
荷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

私
は
、
わ
さ
び
栽
培
を
始
め
て
今
年
で

10
年
に
な
り
ま
す
。
種
か
ら
２
年
間
、
丹

精
込
め
て
育
て
た
わ
さ
び
が
出
荷
の
時
期

を
迎
え
、
杉
林
の
中
が
一
面
わ
さ
び
の
葉

の
緑
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
き
、
毎
回
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

  

︱
前
津
江
特
産
品
開
発
研
究
会
と
は
︱

  

 
前
津
江
町
内
の
わ
さ
び
生
産
農
家
が
会

員
と
な
り
、
平
成
21
年
10
月
に
発
足
し
た

こ
の
会
は
、
わ
さ
び
、
柚
子
、
山
椒
、
唐

辛
子
な
ど
前
津
江
特
産
品
の
栽
培
や
加
工
、

販
売
の
情
報
交
換
、
研
修
・
視
察
を
行
い
、

価
格
の
安
定
化
や
栽
培
技
術
の
共
有
、
所

得
の
向
上
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

 

 
私
は
こ
の
会
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
静
岡
県
で
の
わ
さ
び
の
現
地
視

察
︵
生
産
者
の
方
と
の
意
見
交
換
︶
、
春

に
は
わ
さ
び
の
加
工
品
コ
ン
テ
ス
ト
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

 

 
地
域
の
身
の
回
り
に
あ
る
様
々
な
資
源

に
付
加
価
値
を
付
け
て
、
幅
広
い
視
点
で

地
域
の
特
産
品
を
開
発
す
る
。
そ
れ
が
、

会
員
一
人
ひ
と
り
の
経
済
的
な
自
立
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

  

︱
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
︱

  
適
地
適
作
・
今
ま
で
活
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
空
間
の
有
効
利
用
な
ど
、
地
域
の

特
産
品
開
発
を
考
え
る
と
、
日
田
に
は

﹁
山
﹂
と
い
う
持
続
可
能
な
資
源
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

 

 
私
の
場
合
は
わ
さ
び
で
す
が
、
わ
さ
び

栽
培
に
限
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
、

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
挑
戦
し
続
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
わ
さ
び
︵
特
に
ハ
ウ
ス
栽
培
︶

は
、
市
内
の
多
く
の
場
所
で
秋
か
ら
春
先

に
か
け
て
栽
培
が
で
き
る
の
で
、
今
ま
で

冬
場
に
空
い
て
い
た
ハ
ウ
ス
が
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

是
非
、
わ
さ
び
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

 

 
﹁
わ
さ
び
生
産
日
本
一
の
町
﹂
を
目
指

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

真心一杯の環境下で育つ色鮮やかなハウスわ

さび（写真右）と林間わさび（写真左）

し

こ
う
さ
く

ご

ゆ
 
ず

さ
ん
し
ょ
う
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④

 
出
口
青
年
団
は
、
出
口
地
域
の
若
者
が

少
な
く
な
る
中
、
青
年
の
交
流
や
地
域
住

民
と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
12
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
15

人
の
団
員
が
、
年
間
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
１
年
間
の
活
動
は
、
遊
花
祭
へ
の
出
店

や
出
口
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
ほ

か
、
田
北
塔
公
園
や
日
隈
多
門
翁
記
念
広

場
周
辺
の
草
刈
り
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
毎
年
８
月
に
行
う
﹁
出
口
夏
祭

り
﹂
は
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
企

画
を
考
え
て
お
り
、
地
域
住
民
や
お
盆
期

間
中
の
帰
省
者
と
の
触
れ
合
い
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
９
回
目
を
数
え
た
昨
年
の

夏
祭
り
で
は
、
浦
和
太
鼓
︵
前
津
江
町
︶

の
演
奏
や
五
馬
保
育
園
園
児
に
よ
る
踊
り
、

高
校
生
の
生
バ
ン
ド
演
奏
等
を
企
画
し
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

 
青
年
団
団
長
の
河
津
和
明
さ
ん
は
﹁
こ

う
し
て
少
な
い
団
員
で
活
動
が
で
き
る
の

も
、
青
年
団
の
Ｏ
Ｂ
や
地
域
住
民
の
方
の

協
力
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
団
員
数
も
減
少
し
て
活
動
が

厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
青
年
団
の

勧
誘
に
も
力
を
入
れ
、
楽
し
く
自
分
た
ち

の
で
き
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

毎年多くの方が訪れる出口夏祭り

地域内の清掃活動にも取り組んでいます

期待の新人 古田智規くん

皆さんの防災意識を高めるため活動しています

 
私
は
、
竹
田
分
団
入
団
22
年
目
の
千

原
三
喜
男
で
す
。
年
齢
は
52
歳
で
す
。

 

 
先
日
、
町
内
の
災
害
予
防
週
間
の
行

事
に
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
、
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
低

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

 

 
地
域
の
身
近
な
危
険
・
不
安
を
解
消

す
る
の
が
私
た
ち
消
防
団
の
仕
事
で
す
。

し
か
し
、
誰
か
が
し
て
く
れ
る
も
の
と

思
っ
て
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

 

 
﹁
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
﹂
と
い
わ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
防

災
意
識
を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
準
備
を
し
て

く
だ
さ
い
。

 

 
竹
田
分
団
は
、
今
後
も
﹁
消
防
命
﹂

で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
私
た
ち
第
２
分
団
25
人
は
、
上
野
田

地
域
１
３
０
世
帯
の
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
、
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、
土

砂
災
害
防
止
の
た
め
民
家
の
裏
に
木
柵

を
設
置
し
た
り
、
消
火
栓
を
使
用
し
た

消
火
訓
練
、
消
火
器
の
点
検
作
業
、
担

架
の
作
り
方
説
明
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 

 
そ
ん
な
中
、
平
均
年
齢
42
歳
の
我
が

分
団
に
、
21
歳
の
若
者
、
古
田
智
規
く

ん
が
入
団
し
ま
し
た
。

 

 
こ
れ
か
ら
優
し
い
？
先
輩
で
あ
る
我

々
が
、
丁
寧
？
に
あ
ら
ゆ
る
方
面
？
を

指
導
し
、
立
派
な
団
員
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

が
ん
ば
れ
智
規
く
ん
！

日
田
方
面
団
 
竹
田
分
団

上
津
江
方
面
団
 
第
２
分
団

楽
し
く
自
分
た
ち
の
で
き
る
活
動
を

と
も

き
も
く
さ
く

た

き
た
と
う

ひ

ぐ
ま

た

も
ん
お
う
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ま
ち
の

わ
だ
い

 高�愛宕地蔵尊（穴井武彦代表）が、市に300万円相

当の寄附（児童館用軽自動車１台、保育園用すべり台１

基、保育園用おでかけ避難車２台、保育園・児童館用テ

レビ７台）と、日田市社会福祉協議会・日本赤十字社に

各現金100万円の寄附を行い、12月14日、市役所で感

謝状贈呈式が行われた。

  市長は「皆さんの温かいご好意に感謝しています。大

切に使わせていただきます」と感謝の意を述べた。

 12月14日、烏宿神社はだか参り実行委員会（森 作雄

代表）主催によるはだか参りが、烏宿神社（大山町）で

行われた。はだか参りは、享保17年の大飢饉の際に、

参道途中の御池の水を日田地区に配ったことで飢饉を免

れたことから、そのお礼として始まった。

  厳寒の中、参加した４歳から70歳までの約30人は、

締め込み姿で御池の水をかぶり身を清めた後、約200段

の参道を、神社目指して全力疾走で駆け上がった。

高 塚愛宕地蔵尊が寄附

 12月23日、パトリア日田で「日田市名誉市民 故 岩澤

重夫氏をしのぶ会」が執り行われた。

  岩澤重夫さんは、昭和２年に豆田町に生まれ、旧制日田

中学校（現 日田高等学校）を卒業。その後、京都市立美

術専門学校（現 京都市立芸術大学）在学中から画家とし

ての才能を発揮し、これまで数々の賞を受賞し、日本画壇

の第一人者として活躍された。

  しのぶ会では、ありし日をしのぶ映像の上映や献花など

が行われ、約600人の参列者が故人との別れを惜しんだ。

伝 統を引き継ぐ

さ ようなら 岩澤重夫さん

からとまり さく お
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門 松立てて 新しい年を迎える

男 女が共に支える社会をめざして

 12月17日、日田駅周辺で放置自転車の撤去作業が行

われた。

  この作業は、事前に駐輪禁止の警告通知書を取り付け

た自転車のうち、12月17日までに移動されなかったも

のを対象に行われた。

  この日は、市・県・ナフコ・グッデイから10人が参

加し、約２時間程度、日田駅周辺の放置自転車47台を

撤去した。

   12月16日、新年を前にＪＲ天ヶ瀬駅前で門松作りが

行われた。

  これは、昭和51年から日田地区商工会青年部天瀬支

部（古賀信寿支部長）が毎年実施しているもので、この

日は青年部員11人が、天瀬町内で伐採した竹などを使

用して、２基の門松を制作した。

  青年部員は「町内の人や天瀬に訪れた人たちが、明る

く幸せな１年を過ごしてほしい」と話した。

チ ーム一丸となって手に入れた栄光

  12月13日にさいたまスーパーアリーナで開催された

「第37回マーチングバンド・バトントワーリングコン

テスト全国大会」カラーガード部門で、金賞を受賞した

昭和学園高校バトン部が、12月17日、市長に報告を行

った。

  部長の原武 由さんは「あこがれの舞台で多くの観客

に演技を披露できうれしかったです。皆さんの応援と励

ましのおかげで金賞を受賞できました」と報告した。

   12月19日、パトリア日田小ホールで、男女共同参画

講演会が行われた。

  この講演会は、日田市男女共同参画推進条例が10月

１日から施行されたことに伴い行われたもの。

  講演会では、講談師の宝井琴桜さんが「女もいきいき、

男もいきいき ～講談で語る男女共同参画～」と題し、

ユーモアを交えた楽しい語りで男女共同参画を分かりや

すく語った。

駐 輪禁止場所の放置自転車を撤去

ゆう

たからいきんおう



62010.  1. 15  広報ひた

くらしの情報

 

 
今
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
子
ど
も
︵
平
成
15
年
４
月
２
日

～
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
︶

が
い
る
家
庭
に
、
平
成
22
年
度
の

入
学
通
知
書
・
就
学
届
を
１
月
中

旬
に
郵
送
し
ま
す
。
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
下
記
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

 

※
就
学
届
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
就
学
予
定
校
で
の
入
学
説

明
会
の
と
き
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

 

※
入
学
通
知
書
に
誤
り
が
あ
っ
た

場
合
や
や
む
を
得
な
い
理
由
で

指
定
校
以
外
の
学
校
に
入
学
を

希
望
す
る
場
合
は
、
左
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 

※
県
立
・
私
立
学
校
に
進
学
を
希

望
す
る
場
合
は
、
左
記
で
区
域

外
就
学
の
届
出
が
必
要
で
す
。

 

※
中
学
校
の
入
学
通
知
書
は
、
現

在
通
学
し
て
い
る
小
学
校
を
通

じ
て
１
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
。

 

学
校
教
育
課
学
務
係

☎
 
８
２
２
１
︵
市
役
所
別
館

３
階
︶

    

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

 

 
平
成
22
年
度
に
市
が
発
注
す
る

土
木
、
建
築
、
電
気
、
管
、
舗
装

な
ど
の
建
設
工
事
及
び
測
量
、
補

償
な
ど
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
入
札
参
加
を
希
望
す
る
業
者

は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
入
札
参
加
資
格
条
件

 

・
県
内
業
者
︵
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
者
を
除
く)

 
平
成
22

年
度
大
分
県
の
登
録
業
者

 

・
県
外
業
者
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
者
 
平
成
21
・
22
年
度

大
分
県
の
登
録
業
者

 

■
申
請
期
間

 

 
２
月
１
日
㈪
～
３
月
15
日
㈪

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 ︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

 

■
申
請
方
法
 
提
出
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
下
記
に
持

参
又
は
郵
送
で
申
込
み

※
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
及

び
大
分
県
外
に
本
店
が
あ
る
建

設
工
事
業
者
で
、
平
成
21
・
22

年
度
分
の
申
請
を
し
た
方
は
、

今
回
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

日
田
市
小
規
模
修
繕
業
務
等
業
者

登
録
申
請

 

 
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕

契
約
の
う
ち
、
日
田
市
公
共
工
事

建
設
業
者
等
指
名
参
加
資
格
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も

契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹁
少
額

で
内
容
が
軽
易
な
契
約
︵
30
万
円

以
内
︶
﹂
を
希
望
す
る
業
者
を
登

録
す
る
も
の
で
す
。

 

■
登
録
条
件

 

・
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
き
、

日
田
市
公
共
工
事
建
設
業
者
等

指
名
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
方
︵
法
人
、
個

人
、
希
望
業
種
の
建
設
業
許
可

の
有
無
、
経
営
組
織
、
従
業
員

数
等
は
問
い
ま
せ
ん
︶

 

・
市
税
︵
市
民
税
・
法
人
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
︶
を
完
納
し

て
い
る
方

 

※
登
録
を
し
た
方
は
、
市
が
発
注

す
る
小
規
模
な
修
繕
等
の
契
約

の
際
、
見
積
業
者
選
定
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
見
積
り
や
契

約
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

■
登
録
業
種
 
大
工
、
左
官
、
屋

根
、
内
装
、
電
気
、
管
、
建
具
、

ガ
ラ
ス
、
塗
装
、
畳
、
と
び
、

板
金
、
そ
の
他
︵
除
草
等
︶

  

■
申
請
期
間

 

 
２
月
１
日
㈪
～
３
月
15
日
㈪

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く)

  

■
申
請
方
法
 
提
出
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
に
直

接
持
参

 

※
提
出
書
類
及
び
案
内
は
、
左
記

及
び
各
振
興
局
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

 

〒
８
７
７-

８
６
０
１
︵
住
所

記
載
不
要
︶

 

財
政
課
工
事
契
約
検
査
室

 
☎
 
８
５
２
０
︵
市
役
所
２
階)

    

■
と
き
 
１
月
29
日
㈮

 

 
午
後
２
時
45
分
～
４
時
45
分

 

※
会
議
開
催
予
定
時
刻
の
30
分
前

か
ら
受
付
を
開
始
、
15
分
前
か

ら
傍
聴
証
を
交
付
し
ま
す
。

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
４
階
庁
議
室

 

■
傍
聴
で
き
る
人
数
 
15
人
程
度

 

※
傍
聴
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

当
日
の
抽
選
に
な
り
ま
す
。

 

※
会
議
は
原
則
公
開
で
す
が
、
案

件
に
よ
っ
て
は
非
公
開
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

第
２
次
日
田
市
環
境
基
本
計
画

策
定
委
員
会
事
務
局
︵
水
郷
ひ

た
づ
く
り
推
進
課
内
︶

☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

    

 
こ
の
調
査
は
、
国
が
５
年
ご
と

に
行
う
も
の
で
、
農
林
業
の
施
策

を
決
定
す
る
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
世
帯
に
は
、
調
査
員
証
を
携

帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

■
対
象
 
農
業
・
林
業
を
営
ん
で

 
い
る
個
人
又
は
法
人

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
・

統
計
係

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

   

 
１
月
26
日
の
﹁
文
化
財
防
火
デ

ー
﹂
に
合
わ
せ
て
、
市
で
は
次
の

と
お
り
防
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
１
月
24
日
㈰
 
午
前
９
時
～

 

国
指
定
重
要
文
化
財
 
大
野
老

松
天
満
社
旧
本
殿
︵
前
津
江
町

大
野
︶

 

②
１
月
26
日
㈫
 
午
前
10
時
～

 

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
 
豆
田
の
辻
公
園
︵
豆
田
町
︶

 

文
化
財
保
護
課
文
化
財
管
理
係

・
町
並
み
保
存
係

☎
 
７
１
７
１

問

問問

問 問

工
事
契
約
に
関
す
る
お
知
ら
せ

も
う
す
ぐ
小
学
校
１
年
生

 
 
 
 
 
手
続
を
忘
れ
ず
に

﹁
第
３
回
第
２
次
日
田
市
環
境
基

本
計
画
策
定
委
員
会
﹂
の
傍
聴

２
０
１
０
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

文
化
財
防
火
訓
練

お
知
ら
せ

みんなで予防

新型インフルエンザ

 ● うがい

 ● 手洗い

 ● 咳エチケット
せき

今月は、

市県民税 第４期

国民健康保険税・

介護保険料第７期

 の納付月です。

納期内の納付をお

願いします。
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必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

児
童
手
当

里
親
制
度
説
明
会
 
開
催

※
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

大
分
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
７-

５
３
６-

３
２
１
５

 

日
田
労
働
基
準
監
督
署

☎
 
６
１
９
１

   

■
使
用
期
限
 
１
月
31
日
㈰

 

■
事
業
所
の
換
金
期
限

 

 
３
月
１
日
㈪

 

※
商
品
券
を
使
用
で
き
る
店
舗
は
、

店
頭
に
下
げ
札
を
下
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://w
w

w
.h

ita
c
c
i.c

o
m

/

■
消
費
者
の
皆
さ
ん
 
未
使
用
の

商
品
券
の
買
取
り
・
換
金
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
事
業
者
の
皆
さ
ん
 
必
ず
期
限

内
に
、
発
行
団
体
で
の
換
金
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

※
特
別
商
品
券
︵
応
募
券
の
当
選

賞
品
︶
の
使
用
期
限
・
換
金
期

限
も
同
日
と
な
り
ま
す
。

 

水
郷
ひ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
実
行
委
員
会
︵
日
田

商
工
会
議
所
内
︶

☎
 
３
１
８
４

 
日
田
地
区
商
工
会

 

☎
 
２
９
７
６

    

■
と
き
 

 

 
１
月
25
日
㈪
～
２
月
８
日
㈪

 

■
と
こ
ろ

 

 
下
水
道
課
︵
市
役
所
５
階
︶

 

■
変
更
内
容
 
日
田
終
末
処
理
場

内
施
設
の
一
部
変
更
、
計
画
諸

元
の
変
更
、
計
画
放
流
水
質
の

設
定
、
工
事
完
成
年
月
日
の
変
更

 

※
変
更
案
に
意
見
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
に
、
左
記
に
備
付

け
の
意
見
書
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

 

下
水
道
課
下
水
道
係

 
☎
 
８
２
１
９
︵
市
役
所
５
階) 

  

  

 
平
成
22
年
度
の
加
入
申
込
み
を

２
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
自
治
会
を
通
し
て

２
月
１
日
に
配
布
す
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
掛

金
３
６
０
円
を
添
え
て
２
月
20

日
ご
ろ
ま
で
に
班
長
に
提
出

 

※
市
民
課
、
各
振
興
局
、
各
振
興

セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課
生
活
安
全
係

☎
 
８
２
０
４
︵
市
役
所
１
階)

      

 
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
、
遺
族
の
方
な
ど

が
速
や
か
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
死
亡

し
た
後
に
受
け
取
っ
た
年
金
を
後

で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

■
届
出
先
 
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
︵
旧
社
会
保
険
事
務
局)

 

■
持
参
す
る
も
の
 
年
金
受
給
者

死
亡
届
、
年
金
証
書
、
死
亡
の

事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

(

戸
籍
謄
本
等)

 

※
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
持
参
す

る
も
の
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
 
６
１
７
４

   

 
平
成
21
年
10
月
～
平
成
22
年
１

月
ま
で
の
児
童
手
当
を
２
月
５
日

に
振
り
込
む
予
定
で
す
。
詳
細
は
、

左
記
又
は
各
振
興
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階) 

  

 
家
族
の
一
員
と
し
て
子
ど
も
を

養
育
す
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

 

■
と
き
 
１
月
27
日
㈬

 

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

 

■
内
容
 
里
親
制
度
の
説
明
、
ビ

デ
オ
上
映
、
質
疑
応
答
な
ど

 

■
対
象
者
 
市
内
在
住
で
、
児
童

福
祉
に
熱
意
が
あ
り
、
里
親
等

に
関
心
の
あ
る
方

 

■
申
込
方
法
 
事
前
に
左
記
に
電

話
で
申
込
み
︵
当
日
参
加
も
可

能
で
す
が
、
会
場
の
都
合
で
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
︶

 
大
分
県
中
津
児
童
相
談
所

☎
０
９
７
９-

２
２-

２
０
２
５

■
と
き
 
３
月
14
日
㈰

 

 
開
会
式
 
午
前
９
時
30
分
～

 

■
種
目
・
ス
タ
ー
ト
時
間

 

２
km
 
 
午
前
10
時
10
分

 

ハ
ー
フ
 
午
前
10
時
30
分

 

10
km
 
 
午
前
10
時
35
分

５
km
 
 
午
前
10
時
40
分

 

■
と
こ
ろ
 
陸
上
競
技
場

 

■
参
加
費
︵
保
険
料
を
含
む
︶

小
・
中
学
生
 
１
０
０
０
円 

 

高
校
生
 
２
０
０
０
円

一
般
 
３
０
０
０
円

 

■
申
込
方
法
 
体
育
保
健
課
、
陸

上
競
技
場
に
備
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参

加
費
を
添
え
て
申
込
み

 

※
申
込
み
の
際
は
印
鑑
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
当
日
の
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
期
限
 
２
月
16
日
㈫

 

体
育
保
健
課
体
育
保
健
係

☎
 
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

問

問

問

問

問 問問

問

大
分
県
交
通
災
害
共
済

 
 
 
 
 
 
加
入
受
付
開
始

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
届
出
を

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
案

 
 
 
 
 
関
係
図
書
の
縦
覧

水
郷
ひ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
使
用
は
お
早
め
に

保
健
・
福
祉

第
11
回
天
領
日
田
ひ
な
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

イ
ベ
ン
ト

自動車・同附属品製造業、船舶
製造・修理業、舶用機関製造業

電子部品・デバイス・電子回路
・電気機械器具、情報通信機械
器具製造業

大分県最低賃金
鉄鋼業
非鉄金属製造業

6 3 1 円
7 6 0 円
7 5 4 円

各種商品小売業
自動車（新車）小売業

6 7 7 円
7 0 3 円

6 9 4 円

7 4 5 円

地域別

時間額件名

産
業
別

広報

次回は

２月１日号
２月１日㈪に発送します。



82010.  1. 15  広報ひた

くらしの情報
 

■
と
き
 
２
月
19
日
㈮

 

 
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
済
生
会
日
田

病
院
︵
清
水
町
︶

 

■
内
容
 
最
近
の
医
療
・
看
護
、

医
療
安
全
、
院
内
感
染
等
に
関

す
る
講
話
、
看
護
技
術
演
習
、

意
見
交
換
な
ど

 

■
対
象
者
 
看
護
師
・
准
看
護
師

の
有
資
格
者
で
将
来
就
業
を
希

望
す
る
方

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
電
話
で
申

込
み

 

■
申
込
期
限
 
１
月
29
日
㈮

 

大
分
県
西
部
保
健
所

 

☎
 
３
１
３
３

     

 
現
在
、
市
内
を
運
行
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹁
日
田
め
ぐ

り
号
﹂
が
４
月
か
ら
新
し
く
な
る

た
め
、
新
し
い
バ
ス
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。
新
し
い
バ
ス
は
、
青
と

緑
の
２
台
の
小
型
・
低
床
バ
ス
で
、

運
行
路
線
も
新
た
に
な
り
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
愛
称
と
応
募
者
の

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入

の
上
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
込
み

 

■
募
集
期
限
 
２
月
15
日
㈪

 

※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。︵
該
当
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
︶

        

 ︻
申
込
先
︼
〒
８
７
７-

８
６
０
１

︵
住
所
記
載
不
要
︶

地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
係

 

☎
 
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階) 

︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
８
３
２
４

    

■
と
き
 
２
月
７
日
㈰

 

 
午
前
９
時
15
分
市
役
所
北
側
玄

関
前
集
合
︵
バ
ス
で
移
動
︶

※
荒
天
の
場
合
は
２
月
14
日
㈰
に

延
期
し
ま
す
。

 

■
と
こ
ろ
 
伏
木
市
有
林

 

■
内
容
 
広
葉
樹
等
の
苗
木
の
植

樹
、
し
い
た
け
栽
培
体
験

 

■
募
集
数︵
先
着
順
︶ 
１
０
０
人

 

■
持
参
す
る
も
の
 
作
業
の
で
き

る
服
装
、
長
靴
、
雨
具
、
水
筒

 

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
下
記
に
直
接
又
は

電
話
で
申
込
み

 

森
林
保
全
課
企
画
管
理
係

 

☎
 
８
２
１
２
︵
市
役
所
３
階) 

    

■
料
理
内
容

 

・
料
理
の
材
料
に
大
分
県
産
乾
・

生
し
い
た
け
を
多
く
使
用
し
、

そ
の
特
徴
を
上
手
に
生
か
し
た

料
理

 

・
家
庭
料
理
と
し
て
手
軽
に
で
き

る
料
理
︵
乾
し
い
た
け
の
戻
し

時
間
は
含
ま
ず
調
理
時
間
60
分

以
内
︶

 

・
材
料
費
は
４
人
分
で
２
千
円
以
内

 

■
申
込
方
法
 
申
込
先
に
備
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
料
理
の
完
成
写
真
を
添

え
て
提
出

 

※
書
類
審
査
の
後
、
実
演
審
査
を

行
い
ま
す
。

 
■
申
込
先
 
大
分
県
西
部
振
興
局

生
産
流
通
部
︵
大
分
県
日
田
総

合
庁
舎
１
階
︶
、
林
業
・
木
材

産
業
振
興
課
︵
市
役
所
３
階
︶
、

各
振
興
局
産
業
建
設
課

 

■
申
込
期
限
 
１
月
22
日
㈮

 

大
分
県
椎
茸
振
興
協
議
会
事
務
局

︵
大
分
県
林
産
振
興
室
内
︶

 

☎
０
９
７-

５
０
６-

３
８
３
６

    

 

■
と
き
 
２
月
２
日
㈫

 

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
関

わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

  

■
と
き
 
２
月
３
日
㈬

 

 
午
前
９
時
～
正
午

 

■
と
こ
ろ
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 

天
瀬
振
興
局
総
務
振
興
課

 

☎
 
８
２
０
１

■
と
き
 
２
月
７
日
㈰
、
21
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

  ︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員

 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

日
田
公
証
役
場
 
☎
 
６
７
５
１

 

■
と
き
 
２
月
10
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内

 

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
７
階
７
０
２
会
議
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

 

■
予
約
開
始
日
 
１
月
25
日
㈪

  

午
前
８
時
30
分
～

 ︻
申
込
先
︼
商
工
労
政
課
消
費

生
活
・
労
働
福
祉
係

 

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

  

 

  

 

    

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集

 

□
と
き
 
月
４
回
木
曜
日

 

 
午
前
10
時
～
午
後
１
時

 

□
と
こ
ろ
 
総
合
体
育
館

 

□
募
集
数
 
10
人
程
度

 

□
受
講
料
 
月
額
１
５
０
０
円

 

※
無
料
体
験
有
り

 

□
問
い
合
わ
せ
 
㈶
日
田
市
市
民

サ
ー
ビ
ス
公
社
／
☎
 
４
０
８
１

看
護
職
員
再
就
業
支
援
講
習
会

新
循
環
バ
ス
 
愛
称
募
集

問

問

問

問

問

問問

市
民
参
加
の
森
づ
く
り
大
会

 
 
 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

し
い
た
け
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
応
募
者
募
集

講
座
・
教
室
・
講
演
会

募
 
集

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

問
無
料
弁
護
士
相
談
会
 
 
無
料

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

無
料

相
 
談
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項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

市内全域成人健康相談

精 神 保 健 相 談

エ イ ズ 抗 体 検 査

肝炎ウイルス検査等

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課 ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課 ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課 ☎55-2011

【問い合わせ】

（9:00～16:00）

９日㈫
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

10日㈬
（13:00～13:30）

要予約制

随時
（要電話予約）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア 妊  婦
（妊娠届出書を

お持ちの方）

平成21年
９月20日～10月19日

生まれ

市役所７階
大会議室

平成21年
７月生まれ

平成20年
７月生まれ

16日㈫
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

３ 歳 児 健 康 診 査
平成18年

10月生まれ
17日㈬

（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

４日㈭
（9:30～10:30）

中央児童館

19日㈮
（10:00～11:30）

大山
保健センター

19日㈮
（10:00～11:30）

天瀬児童館

25日㈭
（13:30～14:30）

すぎっ子保育園
（上津江町）

未就学児

ウェルピア１階

ウェルピアでは、２月は行いません。（平成22年３月までは、奇数月に開催します）

大分県
西部保健所

高 瀬 地 区

成人・乳幼児健康相談

高瀬
林業センター

５日㈮
（9:30～11:30）

朝 日 地 区

成人・乳幼児健康相談

朝日
改善センター

12日㈮
（9:30～11:30）

大 鶴 地 区

成人・乳幼児健康相談

大鶴
振興センター

19日㈮
（9:30～11:30）

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
※天瀬保育園では栄養相談・歯科相談を
 行います。
※なかつえ保育園では２月は行いません。

◇内容：身体計測、栄養・歯科・育児・保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談

◇持参するもの：問診票、母子健康手帳
※歯を磨いてきてください。
※１歳６か月児健診では、幼児用歯ブラ

シを持参してください。
※事前に封書で個別に通知します。
※２月１日までに通知のない方は、受診

する地域の振興局・市役所等に連絡し
てください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、絵本の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉
◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病な

どに関する相談
◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果

〈乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎２３－３１３３）
 に予約
◇料金：無料 
◇精神保健相談の内容：認知症や精神疾患に関する本人
 や家族からの相談
※エイズ抗体検査は匿名でも受けられます。
※肝炎ウイルス検査は無料です。また肝炎のインターフ
 ェロン治療に対する医療費助成も行っています。

５日�・12日�

19日�・26日�



今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
チ
ェ
ン
が
担
当
し
ま
す
。

チ
ェ
ン
と
ケ
ビ
ン
の

のの

国
際
交
流
の

ス
ス
メ
17

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

モ
ル
デ
ィ
ブ
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�

   

  

４
月
に
日
田
に

来
て
か
ら
ま
だ
一

年
は
た
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
日
田
の

四
季
折
々
の
風
景

に
は
、
何
度
も
息
を
の
む
ほ
ど
感
動
し

ま
し
た
。

 

 
春
の
桜
は
想
像
す
る
だ
け
で
美
し
い
。

夏
の
つ
つ
じ
、
あ
じ
さ
い
、
秋
の
コ
ス

モ
ス
、
紅
葉
と
ス
ス
キ
、
冬
の
椿
。
そ

れ
か
ら
、
い
つ
も
ま
っ
す
ぐ
き
れ
い
に

立
っ
て
い
る
杉
の
木
々
。

 

 
そ
し
て
、
最
近
気
に
入
っ
た
の
は
、

銀
杏
の
並
木
で
す
。
深
秋
の
帰
り
道
、

鮮
や
か
な
黄
色
の
落
ち
葉
は
歩
道
を
覆

い
、
風
に
乗
っ
て
舞
い
踊
り
、
そ
の
姿

は
あ
ま
り
に
も
美
し
く
て
、
冷
た
い
風

も
忘
れ
、
地
面
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
葉

っ
ぱ
を
車
輪
で
一
枚
一
枚
踏
み
つ
け
る

よ
う
に
、
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
な

が
ら
、
限
り
な
く
楽
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

 

 
寒
さ
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
雪
が
待
ち

遠
し
い
。
雪
が
降
る
と
、
新
年
の
雰
囲

気
が
い
っ
そ
う
め
で
た
く
な
り
ま
す
ね
。

 
中
国
で
は
、
旧
暦
で
年
末
年
始
を
祝

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
﹁
過
年
﹂
︵
グ
ォ

ー
ニ
ェ
ン
︶
と
言
い
ま
す
。
子
ど
も
の

こ
ろ
は
、
い
つ
も
過
年
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
過
年
の
と
き
は
、
普
段

は
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
い
珍
し
い
お
菓

子
や
料
理
が
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
、
す

て
き
な
洋
服
や
お
も
ち
ゃ
、
お
年
玉
ま

で
た
く
さ
ん
も
ら
え
ま
す
。
昔
と
比
べ

る
と
、
中
国
人
の
生
活
が
豊
か
に
な
り
、

今
で
は
毎
日
が
﹁
過
年
﹂
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
ぱ
り
昔

の
﹁
過
年
﹂
が
懐
か
し
い
。

 

 
き
れ
い
な
自
然
は
、
昔
の
こ
と
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
田
の
お
か

げ
で
、
遠
い
昔
の
記
憶
が
少
し
ず
つ
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

 

 
日
田
の
き
れ
い
な
自
然
の
中
に
生
き

生
き
と
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
を

見
な
が
ら
、
自
分
が
子
ど
も
の
と
き
、

ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
た
の
か
、
ど
ん

な
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
の
か
、

悩
ん
で
い
た
の
か
、
大
切
に
し
て
い
た

宝
物
は
何
だ
っ
た
の
か
。
一
番
親
し
い

友
達
は
誰
だ
っ
た
の
か
。
す
べ
て
が
は

っ
き
り
と
浮
か
ん
で
き
て
、
子
ど
も
に

戻
っ
た
よ
う
に
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま

せ
ん
。

 

 
時
々
思
い
ま
す
。
も
し
私
が
こ
こ
で

育
っ
た
ら
、
ど
ん
な
大
人
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
自
然
を
大
切
に

し
て
い
る
人
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
、

心
が
豊
か
な
人
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

 

 
日
田
の
四
季
を
私
の
ふ
る
さ
と
に
持

ち
帰
り
た
い
で
す
。

 

も
み
じ

い
ち
ょ
う

ブルガを巻いて記念写真

 

 
山
崎
雅
美
さ
ん
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
か
ら

の
お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

    
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
随
分
寒
く
な
り
ま

し
た
よ
ね
？
モ
ル
デ
ィ
ブ
と
い
え
ば
⋮

乾
季
に
入
っ
て
雨
は
全
然
降
ら
ず
、
連

日
晴
天
続
き
で
気
温
は
30
℃
を
超
え
て

い
ま
す
。
日
本
に
い
る
と
き
は
嫌
い
だ

っ
た
冬
が
恋
し
い
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

 

 
さ
て
、
イ
ス
ラ
ム
圏
の
女
性
の
服
装

と
い
え
ば
、
ど
ん
な
服
装
を
イ
メ
ー
ジ

し
ま
す
か
？
き
っ
と
多
く
の
方
は
、
全

身
真
っ
黒
の
服
装
に
目
だ
け
し
か
見
え

な
い
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
怖
い
服
装
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

 

 
し
か
し
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
で
は
そ
の
よ

う
な
女
性
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
み
ん

な
と
て
も
オ
シ
ャ
レ
で
す
。
ま
ず
は
自

分
で
お
気
に
入
り
の
布
を
布
屋
さ
ん
に

行
っ
て
探
し
、
そ
の
布
を
持
っ
て
テ
ー

ラ
ー
に
行
っ
た
り
、
家
で
お
母
さ
ん
が

洋
服
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、

モ
ル
デ
ィ
ブ
の
女
性
は
、
洋
服
の
色
に

合
わ
せ
て
ブ
ル
ガ
︵
髪
の
毛

や
胸
を
隠
す
た
め
の
布
︶
を

か
ぶ
り
、
一
日
に
何
度
も
着

替
え
、
大
体
、
昼
と
夜
は
違

う
洋
服
を
着
て
い
ま
す
。
な

の
で
、
た
ま
に
誰
だ
か
分
か

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

 
日
本
み
た
い
に
オ
シ
ャ
レ

な
洋
服
屋
さ
ん
が
全
然
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宗

教
上
、
女
性
は
体
の
ラ
イ
ン
が
出
る
も

の
、
ズ
ボ
ン
は
膝
が
見
え
る
も
の
は
は

い
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
首
都
で
見
か

け
る
若
い
女
性
た
ち
の
中
に
は
、
ピ
ッ

タ
リ
と
し
た
服
に
細
身
の
ズ
ボ
ン
︵
ス

カ
ー
ト
を
は
い
て
い
る
女
性
は
い
ま
せ

ん
︶
を
は
い
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。

で
も
、
地
方
の
島
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か

け
ま
せ
ん
。
地
方
の
方
が
宗
教
色
が
強

い
み
た
い
で
す
。

 

 
モ
ル
デ
ィ
ブ
に
来
た
か
ら
に
は
、
私

も
洋
服
作
り
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
同
じ
青
年
海
外
協
力
隊
の

隊
員
と
一
緒
に
布
屋
さ
ん
に
行
き
、
テ

ー
ラ
ー
で
洋
服
を
作
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
洋
服
を
持
っ
て
ブ
ル
ガ
専
門
店
へ
行

き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
値
段
は

違
い
ま
す
が
、
テ
ー
ラ
ー
で
洋
服
を
仕

立
て
て
も
ら
う
と
７
０
０
円
か
ら
１
０

０
０
円
。
安
い
で
し
ょ
？

 

 
記
念
に
洋
服
と
お
そ
ろ
い
の
ブ
ル
ガ

︵
髪
の
毛
を
覆
う
も
の
︶
も
買
い
ま
し

た
。
モ
ル
デ
ィ
ブ
に
い
る
間
に
し
か
楽

し
め
な
い
オ
シ
ャ
レ
も
楽
し
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｑ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

 
ザ
イ
ン
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

 
す
か

良い一年にしましょう 

       

﹁
バ
リ
ア
﹂
と
は
、﹁
障
壁
﹂
の
意
味
で
、

こ
れ
を
無
く
す
こ
と
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

い
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者

が
社
会
生
活
を
送
る
上
で
障
壁
︵
バ
リ
ア
︶

と
な
る
も
の
を
取
り
除
く
と
い
う
意
味
で

使
用
さ
れ
ま
す
。

  

平
成
７
年
の
障
害
者
白
書
で
は
、
次
の

４
つ
の
バ
リ
ア
が
取
り
除
か
れ
な
け
れ
ば
、

本
当
の
意
味
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
達
成

さ
れ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

 

①
物
理
的
バ
リ
ア
 
歩
道
の
段
差
、
乗
降

口
や
出
入
口
の
段
差
な
ど

②
制
度
的
バ
リ
ア
 
資
格
や
免
許
を
取
得

す
る
際
の
障
が
い
を
理
由
と
す
る
欠
格

条
項
な
ど

 

③
文
化
・
情
報
面
の
バ
リ
ア
 
補
助
犬
へ

の
理
解
不
足
や
音
声
案
内
、
点
字
、
手

話
通
訳
の
欠
如
や
不
足
な
ど

④
意
識
上
︵
心
︶
の
バ
リ
ア
 
私
た
ち
の

心
の
中
に
あ
る
障
が
い
に
対
す
る
無
理

解
・
無
関
心
か
ら
生
じ
る
差
別
や
偏
見

な
ど

 

 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、
既
に
身
の
回
り
に

あ
る
バ
リ
ア
に
対
し
て
手
を
加
え
て
取
り

除
く
と
い
う
考
え
方
で
す
が
、
初
め
か
ら

バ
リ
ア
を
作
ら
な
い
と
い
う
発
想
で
、
生

活
用
品
、
建
物
、
交
通
機
関
な
ど
を
デ
ザ

イ
ン
し
よ
う
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
考
え
方
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

 

 
具
体
的
に
は
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

多
機
能
ト
イ
レ
や
低
い
姿
勢
で
も
利
用
で

き
る
斜
め
ド
ラ
ム
式
の
洗
濯
機
、
シ
ャ
ン

プ
ー
と
リ
ン
ス
を
区
別
す
る
容
器
の
ギ
ザ

ギ
ザ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

 
ま
た
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

社
会
の
一
員
と
し
て
お
互
い
に
尊
重
し
、

支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
社
会
が
、
本

来
の
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
を
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
い
、
広
く
普
及
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
念
で
す
。

 

 
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
４
つ
の
バ
リ
ア
を
取

り
除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
新
法
や
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
な

ど
の
施
行
で
、
物
理
的
、
制
度
的
、
文
化

・
情
報
面
の
バ
リ
ア
に
対
し
て
は
、
様
々

な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
重
要
な
の
は
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
す
。

 

 
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
正
し
い
理
解
と

共
に
、
様
々
な
場
面
で
の
適
切
な
配
慮
と

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

 新年明けましておめでとうご

ざいます。

  平成22年、2010年はどんな

１年になるのでしょうか。他人

ごとのように言うのでなく、自

分で良い１年になるよう頑張ら

ねばと思います。

  市長になり３年目、振り返ると、毎年、本当にい

ろいろありました。平成19年８月に市長に就任し、

11月にはキヤノンの進出表明があり張り切ってい

たら、立地予定地のゴミ処理に大慌てしました。

  平成20年になり、用地造成も県の手で順調に進み、

さあ工場建設だと思ったら100年に一度という世界

的大不況になり、未だに建設の目処は立ちません。

残念です。また、９月には大分国体がありました。

日田のボート選手は大活躍、閉会式で天皇杯を日田

高剣道部の主将がいただくという広瀬知事の粋なは

からいに感謝しました。私は、秋篠宮殿下、妃殿下

をお迎えし、心臓が飛び出るほどの緊張を経験しま

した。

  平成21年になってからは、経済・景気対策に追

われました。市議会の定例会ごとに補正予算を組み、

市内での仕事や消費を増やすため、大小の工事など

の発注、プレミアム商品券を発行、また守るだけで

なく福岡市で日田の観光物産のＰＲや販売を行い、

２日間で約５万人の人出で大成功でした。改めて日

田の力を感じました。市内の景気が厳しい一方で、

テレビドラマが評判を呼び、たらおさ、鶏の足（も

みじ）は全国に知れ渡り、明るい話題もありました。

寂しいことは、平成20年・21年の11月７日に筑紫

哲也氏、岩澤重夫氏、２人の名誉市民が亡くなった

ことです。

  そして政権交代です。国政の

流れが大きく変わり、これから

の地方重視、国民目線 の変化に

期待した いと思います。今年は

何が起 こるか、ではなく今年 は

何かを起こしていきたいと 思い

ます。

め ど
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田
地
域
に
あ
る
地
蔵
堂
に
、
半
跏
思
惟
形
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
が
祭
っ
て

あ
る
。 

高
さ
36
cm
で
、
制
作
年
代
は
室
町
末
期
や
江
戸
末
期
と
諸
説
あ

り
不
明
で
あ
る
。
こ
の
地
蔵
菩
薩
像
の
横
に
、
脇
侍
と
し
て
高
さ
31
cm
の
二

童
子
立
像
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
︵
地
蔵
菩
薩
の
坐
像
、
脇
侍
２
体

の
立
像
︶
は
、
図
像
的
に
は
見
ら
れ
な
い
儀
軌
に
外
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
木
造
で
、
豊
か
な
曲
線
に
よ
っ
て
彫
刻
さ
れ
、
慈
悲
深
い

地
蔵
菩
薩
の
心
を
顔
に
表
し
て
い
る
。

 

 
こ
の
地
蔵
菩
薩
は
霊
験
あ
ら
た
か
だ
そ
う
で
、
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
ま

た
、
火
災
の
折
に
火
を
消
し
止
め
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
伝
説
も
あ
り
、
火

伏
地
蔵
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

 

 
毎
月
24
日
を
恩
日
と
し
て
お
祭
り
し
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
︵
中
津
江
村
の
文
化
財
よ
り
︶

野 ﹁
地
蔵
菩
薩
坐
像
﹂︵
中
津
江
村
栃
野 

野
田
地
域
︶

第
５
回
 
日
田
市
美
術
展
 
日
・
洋
・
彫
・
工
の
部

日
田
市
議
会
議
長
賞

陽
明
門
 
 
 
 
 
溝
口
 
ユ
キ
ヱ

〔作者〕

 （清岸寺町）

溝口 ユキヱさん

は
ん

か
 
し
 
いぎ

 
き

れ
い
げ
ん

 20数年前に、俳画教室に通おうと探していたときに、絵画

教室を間違えて紹介され通うようになったことが絵画を始めた

きっかけ。今は、清流画会の集まりに参加しています。

 「作品は、以前、日光東照宮を訪れたときに写真に残してい

たものを描いたものです。これからも、楽しく絵を描き続けて

いきたいです」と笑顔で話してくれました。

︻
作
品
評
︼

 

 
細
部
の
表
現
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
筆
跡

の
残
る
大
胆
な
表
現
で
安
定
感
の
あ
る

構
図
。

 
背
景
の
緑
と
の
調
和
が
良
い
。

︵
大
分
県
美
術
協
会
前
会
長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡
辺
泰
英
先
生
︶


